



























































































































































































































































































（n=2020） 平均 S.D. 最小値 最大値
急な残業もあるフルタイム（基準）
残業のないフルタイム 0.274 0.446 0 1
時間の融通がきくフルタイム 0.506 0.500 0 1
既婚 0.054 0.226 0 1
子ども有無 0.015 0.123 0 1
居住状態（基準：一人暮らし）
　家族と同居 0.250 0.433 0 1
　寮 0.172 0.377 0 1
学歴（基準：学部卒）
　修士卒以上 0.347 0.476 0 1
転勤あり総合職 0.818 0.386 0 1
　内外意識 3.241 0.836 1 4
　男性稼ぎ主 2.579 1.002 1 4
　３歳児神話 2.629 0.920 1 4
管理職志向 0.887 0.317 0 1
やりがい 0.820 0.384 0 1
継続意向（基準：続けたい）
　続けたくない 0.085 0.278 0 1
　わからない 0.081 0.272 0 1
残業頻度（基準：ほぼなし）
　１〜２日/週 0.170 0.376 0 1
　３〜４日/週 0.237 0.425 0 1
　ほぼ毎日 0.441 0.497 0 1
仕事以外の時間 0.921 0.269 0 1
定時退社 0.585 0.493 0 1
効率的な仕事 0.916 0.278 0 1
所定時間内 0.755 0.430 0 1










































































































































































































-2LL 3924.63 3875.43 3924.63 3875.43
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